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1. 2023年3月期第1四半期の連結業績（2022年4月1日～2022年6月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2023年3月期第1四半期 2,973 △10.5 △188 ― △188 ― △139 ―

2022年3月期第1四半期 3,323 ― △177 ― △192 ― △128 ―

（注）包括利益 2023年3月期第1四半期　　△181百万円 （―％） 2022年3月期第1四半期　　△228百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後

1株当たり四半期純利益
円 銭 円 銭

2023年3月期第1四半期 △34.92 ―

2022年3月期第1四半期 △32.21 ―

(注)「収益認識に関する会計基準」(企業会計基準第29号 2020年３月31日)等を前第１四半期連結会計期間の期首から適用しており、2022年３月期第１四半期

に係る各数値については、当該会計基準等を適用した後の数値となっており、対前年同四半期増減率は記載しておりません。

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

2023年3月期第1四半期 25,591 11,229 43.9

2022年3月期 26,524 11,528 43.5

（参考）自己資本 2023年3月期第1四半期 11,229百万円 2022年3月期 11,528百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2022年3月期 ― ― ― 30.00 30.00

2023年3月期 ―

2023年3月期（予想） ― ― 30.00 30.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 2023年 3月期の連結業績予想（2022年 4月 1日～2023年 3月31日）

（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 7,000 △4.6 0 ― 70 △51.8 50 △51.8 12.50

通期 14,500 △7.4 250 9.0 330 9.7 300 ― 74.99

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

（注）詳細は、添付資料７ページ「２．（３）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用」をご覧ください。

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 有

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2023年3月期1Q 4,069,747 株 2022年3月期 4,069,747 株

② 期末自己株式数 2023年3月期1Q 69,265 株 2022年3月期 69,174 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2023年3月期1Q 4,000,532 株 2022年3月期1Q 3,981,922 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その
達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。なお、業績予想の前提となる条
件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料３ページ「１．（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報 

(１)経営成績に関する説明 

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルスワクチン接種が進んだ

ことにより新型コロナウイルス感染症（以下「コロナ」という。）の感染者数が減少し、社会活動

は正常化へと向かいましたが、外国為替相場の急激な円安傾向に加え、ロシアによるウクライナ

への軍事侵攻や原油をはじめとした資源価格の高騰などの不安定な世界情勢もあり、依然として

先行き不透明な状況が続いています。 

このような環境下にあって当社グループは、和装事業におきましてはコロナの感染者数が減少

したことにより、前期と比べて催事数が増加し売上増となりました。洋装事業におきましては、

新規案件が減少したことにより大幅な売上減となりました。ホームファニシング事業におきまし

ては、「ラルフローレン ホームコレクション」のライセンス契約が終了し、今期より店頭での販

売から製品を供給する事業へと変更となりましたが、春夏物の一括納品もあり売上増となりまし

た。健康・生活事業におきましてはテレビ等の通信販売の不振もあり売上減となりました。 

厳しい経営環境下ではありますが、当社グループにおきましては、2022-2024 年度を計画期間

とする中期経営計画「成長と変革に向けての新たな挑戦」を掲げ、既存事業の黒字化と新規事業

の立ち上げ、上記事業を支える組織体制を変更してこの４月より新中期経営計画期間のスタート

を切りました。①消費者へのダイレクト提案、②成長拡大路線への回帰、③全営業部門の黒字化、

④効率経営の実践と生産性の向上、⑤コア事業の強靭化と新規事業開発の促進を５つの基本方針

として、攻めと守りのメリハリをきかせ、事業単位の最適化を図り、事業部横断型の新規事業部

門を設立することで全社的な取組みとしての新事業領域の開発を推進して事業規模の縮小に歯止

めをかけ、１株当たり年間配当額 30円をベースとした継続的な株主還元の実施を目指してまいり

ます。 

以上の結果、当第１四半期連結累計期間における業績は、売上高は 2,973 百万円(前年同期比

10.5％減)、営業損失は 188百万円(前年同期は営業損失 177百万円)、経常損失は 188百万円(前

年同期は経常損失 192百万円)、親会社株主に帰属する四半期純損失は 139百万円(前年同期は親

会社株主に帰属する四半期純損失 128百万円)となりました。 

 

セグメントの状況は、以下のとおりであります。 

 

〔和装事業〕 

ツカモト市田株式会社における和装事業につきましては、コロナの感染者数が減少したことに

より、前期と比べて催事数が増加し、売上増となり損益も改善しました。 

以上の結果、当事業分野の売上高は 286 百万円(前年同期比 16.0％増)、セグメント損失(営業

損失)は 74百万円(前年同期はセグメント損失 85百万円)となりました。 

 

〔洋装事業〕 

メンズ事業、レディス・ＯＥＭ事業につきましては、アパレルの店頭不振の影響により、受注

額が減少して減収となりました。 

ユニフォーム事業につきましては、ユニフォーム商品の新規案件の減少に加えて、既存顧客の

買い控えの傾向も続き、セールスプロモーション及び新商材による受注獲得に努めましたが、大

幅な減収減益となりました。 
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以上の結果、当事業分野の売上高は 909 百万円(前年同期比 35.0％減)、セグメント損失(営業

損失)は 124百万円(前年同期はセグメント損失 31百万円)となりました。 

 

〔ホームファニシング事業〕 

ホームファニシング事業につきましては、「ラルフローレン ホームコレクション」のライセン

ス契約が終了し、今期より店頭での販売から製品を供給する事業へと変更となりましたが、春夏

物の一括納品もあり売上増となり損益も改善し黒字となりました。 

以上の結果、当事業分野の売上高は 889 百万円(前年同期比 23.9％増)、セグメント利益(営業

利益)は 91百万円(前年同期はセグメント損失 86百万円)となりました。 

 

〔健康・生活事業〕 

健康・生活事業につきましては、前期好調に推移したテレビ等の通信販売の不振に加えて、資

源価格の高騰などによる急激な商品コストの上昇もあり減収減益となりました。 

以上の結果、当事業分野の売上高は 674 百万円(前年同期比 10.5％減)、セグメント損失(営業

損失)は 129百万円(前年同期はセグメント損失 24百万円)となりました。 

 

〔建物の賃貸業〕 

建物の賃貸業につきましては、テナント状況に大きな変化もなく、前期並みに推移しました。 

以上の結果、当事業分野の売上高は 242百万円(前年同期比 0.4％増)、セグメント利益(営業利

益)は 135百万円(前年同期はセグメント利益 138百万円)となりました。 

 

(２)財政状態に関する説明 

当第１四半期連結会計期間の資産の部は、受取手形及び売掛金が611百万円減少したこと及び前

連結会計年度末に「ラルフローレン ホームコレクション」のライセンス契約が終了となり、不

要となった固定資産（ラルフローレン販売施設）を売却したことによって、建物及び構築物が244

百万円減少したことなどから、資産合計は前連結会計年度末に比べ932百万円減少し25,591百万円

となりました。 

負債の部は、支払手形及び買掛金が485百万円、短期借入金が491百万円それぞれ減少し、電子

記録債務が237百万円増加したこと等により、負債合計は前連結会計年度末に比べ633百万円減少

し14,362百万円となりました。 

純資産の部は、利益剰余金が 261百万円の減少となったこと等により、純資産合計は前連結会

計年度末に比べ 299 百万円減少し 11,229百万円となりました。 

 

(３)連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

連結業績予想としましては、現段階で 2022年５月 13日発表の連結業績予想の修正は行ってお

りません。ただし、第２四半期連結累計期間及び通期の業績見込みにつきまして見直しが必要と

判断した場合には、速やかに開示いたします。 
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(３)四半期連結財務諸表に関する注記事項 

(継続企業の前提に関する注記) 

該当事項はありません。 

 

(株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記) 

該当事項はありません。 

 

(四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用) 

税金費用の計算 

税金費用につきましては、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に

対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を

乗じて計算しております。 

 

(会計方針の変更) 

(時価の算定に関する会計基準等の適用) 

「時価の算定に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第 31号 2021年６月 17日。

以下「時価算定会計基準適用指針」という。)を当第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価

算定会計基準適用指針第 27-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準適用指針が

定める新たな会計方針を将来にわたって適用することとしております。 

 

(会計上の見積りの変更) 

(退職給付に係る会計処理の数理計算上の差異の費用処理年数の変更) 

退職給付に係る会計処理における数理計算上の差異の費用処理年数について、従来、従業員の平

均残存勤務期間内の一定の年数として７年で費用処理しておりましたが、平均残存勤務期間がこれ

を下回ったため、当第１四半期連結会計期間より費用処理年数を５年に変更しております。この変

更が四半期連結財務諸表に与える影響は軽微であります。 

 

(追加情報) 

(連結納税制度からグループ通算制度への移行) 

当社及び国内連結子会社は、当第１四半期連結会計期間より、連結納税制度からグループ通算制

度へ移行しております。これに伴い、法人税及び地方法人税並びに税効果会計の会計処理及び開示

については、「グループ通算制度を適用する場合の会計処理及び開示に関する取扱い」（実務対応報

告第 42 号 2021 年８月 12 日。以下「実務対応報告第 42 号」という。）に従っております。また、

実務対応報告第 42号第 32 項（１）に基づき、実務対応報告第 42号の適用に伴う会計方針の変更に

よる影響はないものとみなしております。 

 

(譲渡制限付株式報酬制度による自己株式の処分) 

当社は、譲渡制限付株式報酬制度を導入しており、2022 年６月 24 日開催の当社取締役会におい

て決議した譲渡制限付株式報酬の割当として、2022年７月 20日に自己株式 18,900株(総額 21百万

円)の処分を実施しております。 
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(コロナの影響に伴う会計上の見積り)  

コロナの影響は、国の経済対策やワクチン接種の期待を背景に緩やかに回復していく傾向にあり

ましたが、変異株等の発生や流行により、収束時期はいまだ不透明であり、その影響は少なくとも

当連結会計年度の一定期間にわたり影響が継続するものと考えられます。その仮定をもとに会計上

の見積り(主に固定資産の減損会計等)を会計処理に反映し四半期連結財務諸表を作成しております。 

なお、上記における仮定は不確実性が高く、コロナの感染拡大状況や経済の影響によっては、会

計上の見積りにも影響を及ぼし、今後における当社グループの財政状態、経営成績等に重要な影響

を及ぼす可能性があります。 
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(セグメント情報等) 

【セグメント情報】 

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間(自 2021年４月１日  至 2021年６月 30日) 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

(単位：百万円) 

 報告セグメント 

合計  
和装事業 洋装事業 

ﾎｰﾑﾌｧﾆｼﾝｸﾞ 

事業 

健康・生活 

事業 

建物の 

賃貸業 

売上高       

外部顧客に対する 

売上高 246 1,398 701 753 222 3,323 

セグメント間の内部 

売上高又は振替高 
―  ―  15 1 18 35 

計 246 1,398 717 754 241 3,358 

セグメント利益又は 

セグメント損失(△) 
△ 85 △ 31 △ 86 △ 24 138 △ 89 

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益及び包括利益計算書計上

額との 差額及び当該差額の主な内容(差異調整に関する事項) 

 (単位：百万円) 

利益又は損失 金額 

報告セグメント計 △ 89 

セグメント間取引消去 ―  

全社費用(注) △ 88 

四半期連結損益及び包括利益計算書の営業損失(△) △ 177 

   (注)全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

該当事項はありません。 
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Ⅱ 当第１四半期連結累計期間(自 2022年４月１日  至 2022年６月 30日) 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

  (単位：百万円) 

 報告セグメント 
その他 

（注） 
合計  

和装事業 洋装事業 
ﾎｰﾑﾌｧﾆｼﾝｸﾞ 

事業 

健康・生活 

事業 

建物の 

賃貸業 
計 

売上高         

外部顧客に対する 

売上高 283 893 889 674 222 2,962 11 2,973 

セグメント間の内部 

売上高又は振替高 
2 15 ―  0 19 39 ―  39 

計 286 909 889 674 242 3,001 11 3,013 

セグメント利益又は 

セグメント損失(△) 
△ 74 △ 124 91 △ 129 135 △ 100 △ 21 △ 122 

（注）「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、新規事業等を含んでおります。 

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益及び包括利益計算書計上

額との 差額及び当該差額の主な内容(差異調整に関する事項) 

 (単位：百万円) 

利益又は損失 金額 

報告セグメント計 △ 100 

「その他」の区分の損失（△） △ 21 

セグメント間取引消去 ―  

全社費用(注) △ 67 

四半期連結損益及び包括利益計算書の営業損失(△) △ 188 

(注)全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

 

 

３．報告セグメントの変更等に関する事項 

当第１四半期連結会計期間より「その他」の区分に、将来的に可能性のある新規の事業を

含んだ記載をしております。 

 

４．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

該当事項はありません。 
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